
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ     活動期間：２１年７月～９月（♯１政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】①中小企業支援 【活動テーマ】 商工業の活性化 

到達目標 

 

経営基盤を強化・安定させる支援内容や取り組みを確認し、支援策の拡充を図る 

 

前回まで 

活動状況 

 
経営者養成スクール『たかはま経営塾』の支援内容を確認 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

●新型コロナウイルス感染症の影響を受けた企業への追加支援策を確認 
◆アシタのたかはま研究事業（がんばる事業者応援事業費補助金） 
【目的】 

 新型コロナウイルス感染症拡大により大きな影響を受けている地域経済が 
 回復・発展段階に向かう中で、新規顧客の開拓、新商品開発など 
「新たなチャレンジ」に果敢に取り組む市内事業者を支援 

【対象】 
市内に事業を有する事業者 

【事業内容】 

 新規顧客の開拓、新商品開発など「新たなチャレンジ」に果敢に取り組む 
ために必要な経費の一部を補助 補助額：申請１件につき３０万円を上限 
※ただし、高浜市ふるさと応援寄付金の返礼品として登録するとして申請 

 した場合は申請１件につき５０万円を上限 
【事業費】 

１０，０００千円 

【事業実施スケジュール】 
 
 

 
 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

〇高浜市ふるさと納税サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動 

 

経営基盤の強化・安定を図る支援制度を確認 

 

高浜市 所属議員 岡田 公作 

今回の進捗 

【〇】 
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全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ     活動期間：２１年７月～９月（♯１政治センター幹事会報告） 

組合員目線 

【活動項目】④防災 【活動テーマ】 各地で発生した災害事例の横展開 

到達目標 
各地で発生した災害事例等を高浜市に置き換え確認し、不備があれば是正を図る 
【２９期後半期】豪雨による災害事例の横展開をおこなう 

前回まで 

活動状況 

 
河川氾濫や浸水で排水ポンプが被災した事例を確認 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

◆背景 
①２０１８年_西日本豪雨：九州や中国、四国地方で河川氾濫や土砂災害が頻発 

 ②２０１９年_台風１９号：東日本の広い範囲で河川の氾濫が相次いだほか、 
土砂災害や浸水が発生 

 ③２０２０年_令和２年７月豪雨：熊本県を中心に、九州や中部地方など日本各地で 

浸水被害が発生 
◆横展開事例：河川氾濫や浸水を防止する取組みを確認 
◆確認事項 

 ①稗田川の河川改修計画は。 
 ②八幡町地区の浸水対策は。 
◆ヒアリング結果 

 ①稗田川の改修は、河川総延長約５．４キロメートルの内、小橋上流の鮫川合流点 
付近までの約３キロメートルの区間が年超過確率、概ね５年に１回発生すると 
予想される規模の降雨（時間雨量５０ミリ）の雨量による洪水を安全に流下させる 

ことを目標として整備を行っている。本年度は、鮫川合流点付近左岸にある樋管の 
改修を予定しており、来年度以降についても中根橋までの約２００メートルの区間を 
継続的に事業を推進。 

 ②この地区の排水は、名古屋碧南線を横断し、中吉樋門に通じる排水路に流入している。 
中吉樋門は、衣浦港への排水口であり、潮位の影響を大きく受けるため、排水能力を 
向上させるには、中吉樋門と樋門に通ずる排水路の抜本的な改修が必要となり、多くの

工事費を要する。どのような手法がよいかなど、現在、検討中。 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

〇稗田川改修区間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇八幡町地区浸水対策エリア 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動 

 

次回は他の災害事例を確認する 

 

高浜市 所属議員 岡田 公作 

今回の進捗 

【〇】 
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